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1980 年 9 月の韓宗碩さんの拒否に始まる 80 年代の指紋押捺拒否闘争は、はじ
めは「たった一人の反乱」として始まりましたが、次々と「個」の立場で立ち上
がる人びとが登場する中で広まり深まっていきました。1985 年までには 1 万人
を超える人びとが指紋押捺を拒否しています。

























まず、第 1 部では、映画監督の呉徳洙さんによる 1984 年・87 年の作品「指紋
押捺拒否」「続・指紋押捺拒否」から、今日のシンポジウムのために特別に編集さ
れた映像をまず上映していただき、次いでリケットさんの講演をいただきます。
まずは呉さんから、この映像についてひとことお願いいたします。
008 ── 和光大学総合文化研究所年報『東西南北2016』
